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Ⅰ．緒　言

　2015年４月１日、JAS法、食品衛生法、健康増進法の食品表示に関する規定を統合した「食品表示法」
が施行され、一元的な食品表示の制度がスタートした１）。この新制度の大きな変更点は栄養成分表示の
義務化、アレルギー表示の改善、機能性表示食品の新設の３点であった。新表示移行までの猶予期間は
生鮮食品１年６か月（2016年９月30日まで）、加工食品５年間（2020年３月31日まで）、添加物５年間（2020
年３月31日まで）であったため、現在では新制度に完全に切り替わった表示となっている。
　フードスペシャリスト養成課程において、食品表示・保健機能食品の内容は重要視されている。指定
教科書である「食品の安全性」第９章２）「食物学Ⅰ」第６章３）、「フードスペシャリスト論」第７章４）

で取り扱われており、認定試験においても毎年出題されている。筆者は講義授業における知識の定着を
研究テーマの一つとしているが、日常生活に結びついているにも関わらず、食品表示については満足の
いく理解度が得られていないように感じられる。
　そこで本稿は、学生の興味・関心・発想を明らかにすることで、知識の定着を図ることを目的に、次
の調査を実施した。フードスペシャリスト論授業内において、「フードスペシャリスト論」第７章４）の
内容をもとに、生鮮食品、加工食品、特別用途食品、保健機能食品の表示についての確認問題、アンケー
トをGoogleフォームにより選択式で回答させ、結果分析を行った。

２．方　法

（1）対　象：人間総合学科２年　『フードスペシャリスト論』 受講者（フードスペシャリスト資格取得
希望者）12人（女性：12人、年齢：19－20歳）

（2）調査日：2021年11月24日（水）、12月１日（水）、８日（水）　フードスペシャリスト論授業内
（3）方　法

　　回答はすべてGoogleフォームを使用して行った。
　１） 生鮮食品・加工食品の表示について
　　　生鮮食品・加工食品基本表示、栄養成分表示、栄養強調表示について、「フードスペシャリスト論」

第７章４）の内容に従い、知識の有無および選択式の確認問題を回答させた。



78 海　津　夕希子

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第52号（2022）

　　加工食品の義務５項目（原材料名、添加物、内容量、消費期限・賞味期限、アレルギー表示）につ
いて、表示を確認する際、重要視する順位を回答させた。

　　　義務化された栄養成分表示５項目〔熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量（ナトリウム）〕
について表示を確認する際、重要視する順位を回答させた。

　２）　特別用途食品および保健機能食品の表示について
　　　特別用途食品および保健機能食品（特定保健用食品、栄養機能食品、機能性表示食品）について、

下記に示す製品ラベルの内容に従い、知識の有無および選択式の確認問題を回答させた。

　　　特定保健用食品で現在許可されている主な保健の用途表示である５項目（「おなかの調子を整え
る」「ミネラルの吸収を助ける」、「虫歯の原因になりにくい」、「歯の健康維持に役立つ」、「体脂肪
がつきにくい」）について、気になる（重要視する）順位を回答させた。

　　　栄養機能食品で機能に関する表示を行うことができるミネラル成分５項目「亜鉛は、味覚を正常
に保つのに必要な栄養素です」、「カリウムは、正常な血圧を保つのに必要な栄養素です」、「カルシ
ウムは、骨や歯の形成に必要な栄養素です」、「鉄は、赤血球を作るのに必要な栄養素です」、「マグ
ネシウムは、骨や歯の形成に必要な栄養素です」について、気になる（重要視する）順位を回答させた。

　　栄養機能食品で機能に関する表示を行うことができるビタミン成分５項目「ビタミンＡは、夜間の
視力の維持を助ける栄養素です」、「ビタミンＢ1は、炭水化物からのエネルギー産生と皮膚と粘膜
の健康維持を助ける栄養素です」、「ビタミンＢ2は、皮膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素です」、「ビ
タミンＢ6 は、たんぱく質からのエネルギー産生と皮膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素です」、「ビ
タミンＣは、皮膚や粘膜の健康維持を助けるとともに、抗酸化作用を持つ栄養素です」、「ビタミン
Ｄは、腸管のカルシウムの吸収を促進し、骨の形成を助ける栄養素です」について、気になる（重
要視する）順位を回答させた。

　　　機能性表示食品として届出件数が多い次の５関与成分表示５）「γ-アミノ酪酸（GABA）には事
務的作業に伴う一時的な精神的ストレスを緩和する機能があることが報告されています」、「難消化
性デキストリン（食物繊維）には食事の脂肪と糖の吸収を抑える機能があることが報告されていま
す」、「DHAには認知機能の一部である、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポートす
る機能があることが報告されています」、「ルテインは見る力、色の濃淡を判別する力および眩しい
光の中でもクリアにものを見る力を維持することが報告されています」、「乳酸菌には、おなかの脂
肪（体脂肪、内臓脂肪）を減らす機能が報告されています」について、気になる（興味がある）順
位を回答させた。

　３）　ケンドール（Kendall）の一致係数Wを用いた被験者の評価一致度の解析
　　　ケンドール（Kendall）の一致係数Wは、異なる審査員や回答者間によって被験者（変数）内に

おいてつけられた順位の関係性や一致度を示す統計量である。データの順位付けを行った回答は、
ケンドールの一致係数Wを用いて一致性の有無を解析した。統計は、EXCEL官能評価Ver.1.0（株
式会社エスミ）を使用した。
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３．結果と考察

（1） 生鮮食品・加工食品の基本表示について

　生鮮食品・加工食品の基本表示についての回答結果を表１に示した。生鮮食品に「名称」、「原産地」
に表示義務があることは浸透しているが、しいたけの「原木または菌床」、水産物の「解凍」「養殖」表
示については知らない者が多かった。加工食品は原材料と添加物が区分して表示されていることは、知っ
ている者が多いが、加工食品の原産地表示義務については、知らない者が多かった。

　これより、生鮮食品、加工食品ともに全食品に共通の表示については浸透しているが、個々の食品表
示については認知度が低いことがわかった。また、すべての加工食品に対して原料原産地表示が義務化
されたのが2017年であり、改定から４年しか経過していないことも関係していると思われる。
　食品表示内容の学習定着と学生が重要視する表示項目の把握を目的に、加工食品の義務表示５項目に
ついて、重要視する順位を回答させた結果を表２・図１に示した。消費期限・賞味期限、原材料、内容
量、添加物、アレルギー表示の順に選択割合が高く、ケンドールの一致性係数Wを用いて統計解析した
結果、有意な一致性が認められた（W = 0.486 P値 = 0.00056）。ケンドールの一致性係数Wは、主に官
能評価の嗜好一致度解析に用いられるが、他分野でも用いられている６）－８）。この方法は多少時間を要す
るが、順位を付けることで複数回表示項目を確認するため、表示項目を記憶するうえで効果的であると
同時に、学生の意識の傾向を把握できるメリットがある。

（2）加工食品の栄養強調表示と栄養成分表示について

　 加工食品の栄養強調表示についての回答結果を表３に示した。栄養強調表示に関する食品表示基準

表１　生鮮食品・加工食品の基本表示について

表２　加工食品の義務表示５項目 重要視する順位



80 海　津　夕希子

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第52号（2022）

表を参照させたうえ、該当栄養素で強調表示がある製品の成分含量を実際の製品表示を見せながら回答
させたため、概ね正解していた。しかし本学の学生は、表から数値を読み取る作業を不得手としており、
重量（グラム）と容量（ミリリットル）の基準値が別に設定されているたんぱく質や食物繊維では、数
字の見誤りによる誤答が見られた。
　加工食品の栄養成分表示についての回答結果を表４、図２に示した。2020年４月１日から新たな食品
表示制度が完全施行となり、栄養成分表示が義務化されたが、知っていた者は１人（8.3％）であった。
令和２年食品表示に関する消費者意向 調査報告書９）では、加工食品に栄養成分表示があることを知っ
ていた者は20代女性で67.5％となっており、大きな差が見られた。これは、本調査が義務化についての

表３　加工食品の栄養強調表示について

表４　加工食品の栄養成分表示について
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問いであったことが影響していると思われる。義務化された栄養成分５項目について重要視する順位は、
熱量、脂質、炭水化物、食塩相当量、たんぱく質の順に選択割合が高く、有意な一致性が見られた（W 
=0.253 P値 = 0.028）（図２）。日本では、若年女性が過度の「痩せ願望」を持っている10）。本調査でも熱量、
脂質が上位に入ったのは、この問題と関連があると思われる。

（3）国が許可した健康食品の表示について　「特別用途食品」

　 特別用途食品の表示についての回答結果を表５に示した。特別用途食品は、病者用、妊産婦・授乳
婦など、対象者が限定された健康食品であるためか、見たことがない者が多かった〔10人（83.3％）〕。また、
保健機能食品に分類される特定保健用食品（トクホ）は、特別用途食品にも分類されるため、特別用途
食品と保健機能食品の分類を明確にするため、消費者庁ホームに示されているチャート図11）を参照し、
特別用途食品に含まれるものを回答させたが、誤答が４人（33.3％）見られた。これは、特別用途食品、
保健機能食品には類似した名前が多く、瞬時では正確に判断できなかったためと思われる。
　次に、経口補水液OS－1（大塚製薬工場）の製品表示を参照し、表示内容から特別用途食品に表示す
べき項目を選択させた。一般の加工食品にもある基本的な項目（栄養成分量および熱量、摂取・調理・
保存上の注意事項）は概ね問題なく選択できていたが、特別用途食品に特有の項目（許可を受けた表示
内容）では誤答が見られた〔３人（25.0％）〕。

表５　特別用途食品の表示について
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（4）国が許可した健康食品の表示について　「保健機能食品（特定保健用食品）」
　特定保健用食品の表示についての回答結果を表６に示した。三ツ矢サイダーＷ（アサヒ飲料）の製品
表示を参照し、表示内容から特定保健用食品に表示すべき項目を選択させた。特別用途食品と連続して
特定保健用食品について回答させたこともあり、表示項目と内容を把握できたのか、誤答がほとんどな
くなった。

　特定保健用食品のマークについては、全員が見たことがあると回答した（表７）。特定保健用食品制
度の施行は1991年で歴史が古く、トクホの愛称も定着している。若い年代にも特定保健用食品が浸透し
ていることがわかる。特定保健用食品で現在許可されている主な保健の用途表示５項目における興味の
ある順位は、体脂肪がつきにくい、おなかの調子を整える、歯の健康維持に役立つ、虫歯の原因になり
にくい、ミネラルの吸収を助ける順に選択割合が高く、高い一致性が見られた（W = 0.447 P値 = 0.0011）

（図３）。ここでも体型に関与が深い項目が上位を占めており、トクホの関与成分に関する興味が高率で

表６　特定保健用食品の表示について①
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共通していることがわかる。
　表６の質問に回答することによって、特定保健用食品で表示すべき項目を理解させたうえで、５項目
について重要視する順位を回答させた。栄養成分表示、１日の摂取目安量、摂取上の注意、許可表示、
１日の摂取目安量に含まれる栄養成分の栄養素等表示基準に占める割合の順に選択割合が高く、有意な
一致性が見られた（W=0.386 P値=0.0030）（図４）。肝心な特定保健用食品の許可表示よりも、一般的な
加工表示項目の方が高い順位となったが、馴染みのない、一読で理解しがたい表示にはあまり注目が行
かないということであろう。特定保健用食品の表示に慣れさせることにより、この順位も変化していく
と考えられる。

（5）国が許可した健康食品の表示について　「保健機能食品（栄養機能食品）」

　 栄養機能食品の表示についての回答結果を表８に示した。バランスパワー [果実たっぷり]（ハマダ
コンフェクト株式会社）の製品表示を参照し、表示内容から栄養機能食品に表示すべき項目を選択させ
た。選択項目が多いこともあるが、特定保健用食品と比較すると、「１日当たりの摂取目安量に含まれ
る機能表示成分の量が栄養素等表示基準値に占める割合」と「１日当たりの摂取目安量および目安量当
たりの栄養成分量・熱量の項目」で誤答が目立った。おそらく、これらの項目を反対に選択しているの
であろうが、やはり、割合％など数値の解釈が必要になる問題になると、軒並み正解率が下がる。
　栄養機能食品の表示については、「見たことがある」が３人（25.0％）であった（表９）。栄養機能食
品の基準が設けられたのは2001年であり、特定保健用食品よりは年数が浅いが、消費者庁での審査も事

表７　特定保健用食品の表示について②
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表８　栄養機能食品の表示について①
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前届出も必要としない自己認証制度であるため、製品数は特定保健用食品を上回っていると推測される。
しかし未だ認知度が低いことがわかった。
　栄養機能食品で機能に関する表示を行うことができるミネラル成分表示５項目における、興味のある
順位は、全項目が均等に１位に入っており、一致性は認められなかった（W = 0.203 P値 = 0.063）（図５）。
健康産業新聞は、2020年１月31日 特集【ミネラル】において、次のように報告している12）。毎年公表さ
れる国民健康・栄養調査の結果は「日本人の食事摂取基準」が示す基準値と大きく乖離している。充足
率の低さが目立つカルシウムは各年代で推奨量の５～８割程度で、慢性的な摂取不足に陥っている。マ
グネシウムや鉄などの必須栄養素も不足している状態が続いている。しかし、消費者のミネラルに関す
る知識・情報が少ないことも積極的な摂取につながらない要因のひとつとして挙げられている。サプラ
イヤーからは、「骨形成や骨強化にカルシウムやマグネシウムが関与していることへの認知度は高いが、
ミネラル不足がまねく健康リスクについての認知度は低い」「ビタミン・ミネラル不足が生活習慣病の
リスクを高めることはあまり知られていない」といった声が聞かれている。本調査の対象者は本学で栄
養・食品学の授業を一通り受講しているが、ミネラルについての知識が定着しておらず、一般消費者に
近い感覚で選択したと思われる。

表９　栄養機能食品の表示について②
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　栄養機能食品で機能に関する表示を行うことができるビタミン成分表示６項目における興味のある順
位は、ビタミンC、ビタミンB2・ビタミンA、ビタミンB1、ビタミンD・ビタミンB6の順に選択割合が
高く、有意な一致性が見られた（W=0.424 P値=0.00043）（図６）。ビタミンC、ビタミンB2についての
機能内容はともに皮膚・粘膜の健康維持が挙げられている。一般消費者を対象とした、「健康によい成
分に関する調査」においてもビタミンＣは上位に挙げられており13）、この結果と一致している。ミネ
ラルと比較すると、ビタミンの機能や必要性については認知度が高い様子がうかがえる。

（6）国が許可した健康食品の表示について　「保健機能食品（機能性表示食品）」

　機能性表示食品の表示についての回答結果を表10に示した。キレートレモン クエン酸2700（ポッカ
サッポロ）の製品表示を参照し、表示内容から機能性表示食品に表示すべき項目を選択させた。若干正
解率が低かった項目は、「1日当たりの摂取目安量当たりの機能性関与成分の含有量」〔誤答２人（16.6％）〕
であった。機能性表示食品の項目は、栄養機能食品と比較すると、特徴的で一目で内容が明確になって
いるものが多く、選択しやすかったためと思われる。また、届出番号の使用法を理解させるため、実際
に届出番号を入力させ、製品情報ページにアクセスして情報を読み取る作業も行ったが、若干の誤答が
見られたものの、アクセスに戸惑う様子は見られなかった。
　機能性表示食品の表示については、「見たことがある」が7人（58.3％）であった（表11）。機能性表示
食品が制度化され、保健機能食品に加わったのは2015年であり、まだ年数は浅いが、６割近くが認知し
ていた。見たことがある商品は飲料と回答するものが多く、特定保健用食品とともにゼロカロリー飲料
などの身近な清涼飲料水に多くみられることが認知度を高めている理由にあげられる。
　機能性表示食品として届出件数が多い５成分５）における興味のある順位は、乳酸菌〔おなかの脂肪（体
脂肪、内臓脂肪）を減らす機能〕、難消化性デキストリン（食事の脂肪と糖の吸収を抑える機能）、γ-
アミノ酪酸（GABA）（事務的作業に伴う一時的な精神的ストレスを緩和する機能）、DHA（情報の記
憶をサポートする機能）・ルテイン（見る力を維持する機能）の順に選択割合が高く、有意な一致性が
見られた（W=0.361 P値=0.0046）（図７）。前述の調査13）においても、乳酸菌は上位にあげられており、
この結果と一致している。また、特定保健用食品の保健の用途表示の上位、体脂肪がつきにくい、おな
かの調子を整えるとも同傾向が見られ、回答が一貫していることがわかる。また、比較的認知度が低い
γ-アミノ酪酸（GABA）が３位に入っていることから、コロナ禍によるストレスの蓄積が遠からず関
係しているように思われる。
　講義科目での知識の定着は、教科書の説明と確認問題だけでは難しい。自身の実生活に結びつけて考
えさせる取り組みが有効であると考えられる14）。引き続き、他科目においてもこのような仕掛けを検
討したい。

４．要　約

１）生鮮食品の原産地表示、加工食品の添加物表示など、全食品に共通の表示については浸透しているが、
原木・菌床、養殖・解凍など、個々の食品表示については認知度が低いことがわかった。また、2017
年に改定され、加工食品に対して義務化された、原料原産地表示や栄養成分表示の認知度も低かった

（表１、表４）。
２）国が許可した健康食品の「特別用途食品」、「保健機能食品（特定保健用食品、栄養機能食品、機能

性表示食品）」の認知度は、特定保健用食品（12/12人）、機能性表示食品（7/12人）が高く、特別用



87食品表示の意識調査による知識定着の検討

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第52号（2022）

表10　機能性表示食品の表示について①
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途食品（2/12人）、栄養機能食品（3/12人）では低かった（表５、表７、表９、表11）。
３）加工食品の義務表示５項目について重要視する順位は、消費期限・賞味期限、原材料、内容量、添

加物、アレルギー表示の順に選択割合が高く、ケンドールの一致性係数Wを用いて統計解析した結果、
有意な一致性が認められた（W= 0.486 P値=0.00056）（図１）。特定保健用食品で表示すべき５項目の
重要視する順位は、栄養成分表示、１日の摂取目安量、摂取上の注意、許可表示、１日の摂取目安量
に含まれる栄養成分の栄養素等表示基準に占める割合の順に選択割合が高く、有意な一致性が見られ
た（W=0.386 P値=0.0030）（図4）。これより女子学生の加工食品表示に対する興味は、日持ち、栄養
成分であることがわかった。

４）義務化された栄養成分５項目について重要視する順位は、熱量、脂質、炭水化物、食塩相当量、た
んぱく質の順に選択割合が高く、有意な一致性が見られた（W=0.253 P値= 0.028）（図２）。特定保健
用食品で現在許可されている主な保健の用途表示５項目における興味のある順位は、体脂肪がつきに
くい、おなかの調子を整える、歯の健康維持に役立つ、虫歯の原因になりにくい、ミネラルの吸収を
助ける順に選択割合が高く、高い一致性が見られた（W=0.447 P値=0.0011）（図３）。機能性表示食品
として届出件数が多い５成分における興味のある順位は、乳酸菌（おなかの脂肪（体脂肪、内臓脂肪）
を減らす機能）、難消化性デキストリン（食事の脂肪と糖の吸収を抑える機能）、γ-アミノ酪酸（GABA）

（事務的作業に伴う一時的な精神的ストレスを緩和する機能）、DHA（情報の記憶をサポートする機
能）・ルテイン（見る力を維持する機能）の順に選択割合が高く、有意な一致性が見られた（W=0.361 
P値=0.0046）（図７）。これより女子大学生の興味はやはり、熱量、脂質、体脂肪など、体型・美容に
関わるところにあることがわかった。

５）栄養機能食品で機能に関する表示を行うことができるミネラル成分表示５項目（マグネシウム、鉄、
カルシウム、カリウム、亜鉛）における、興味のある順位は全項目が均等に１位に入っており、一致
性は認められなかった（図５）。これは、ミネラル不足がまねく健康リスクについての認知度が低い
ことが関係していると考えられる。栄養機能食品で機能に関する表示を行うことができるビタミン成

表11　機能性表示食品の表示について②
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分表示６項目における興味のある順位は、ビタミンC、ビタミンB2・ビタミンA、ビタミンB1、ビタ
ミンD・ビタミンB6の順に選択割合が高く、有意な一致性が見られた（W=0.424 P値=0.00043）（図６）。
これより、ミネラルと比較すると、ビタミンの機能や必要性については認知度が高いことがわかった。
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